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1 ．はじめに
1.1　研究の背景
文語文1）の学習を希望する非母語話者は，日本語学
習者の中では少数派であるとはいえ，着実に増えてい
る．日本学の研究を志す者はもとより，一般の学習者
においても文語文学習への関心が高まっている．海外
におけるマンガ，アニメ，J-POPなど日本発のサブカ
ルチャーの受容はその一因である．これらの作品には
古典文学の内容や文語文が盛り込まれているケースが
少なくなく，文語文学習はサブカル愛好者の興味をひ
くところとなっている（深澤2014, 佐藤・虫明ほか
2016）．また，中国では，2002年から大学の日本語専
攻の4年生が受験する「高校日語専業八級考試」（大学
日本語専攻8級試験）に古典文学や文語文法の問題が
出題されるようになり，文語文学習のニーズが生じて
いる2）．
このように，文語文学習を希望する非母語話者は増
加傾向にあるが，その学習環境は整っているとは言え
ない．海外の高等教育機関では，ごく一部の大学や研
究機関を除いては，体系的な文語文教育は行なわれて
いない．日本国内でも，古文・漢文の基礎教育は中等
教育でなされるため，高等教育機関で文語文入門の授
業を開講している例は稀であり，文語文学習を望む留
学生の多くは，困難な自学自習を強いられている（佐
藤2015a，同2015b）．海外でも国内でも，非母語話者
である学習者が文語文を学ぶ環境の不備が問題になっ
ている．
1.2　試作版教材の開発
このような問題を解決するために，筆者ら3）は，非
母語話者を対象とするニーズ調査の結果（佐藤2015a, 
同2015b）にもとづき，2015年度に，非母語話者がオ
ンデマンド方式で使用できる体系的で包括的な文語文
e-learning教材の開発に着手した．教師と学習者双方
のニーズに応えることができ，教室での指導にも独習
にも利用可能な教材の作成を目指して開発に取り組ん
だ結果，2016年度中に，未公開ながら， 5つの素材を
含む試作版教材を作成するに至った（佐藤ほか2017）．
1.3　使用者への調査と教材の改訂
しかし，同試作版の使用者を対象に2017年度に実施
したアンケート調査では，「わかりやすい」，「便利」，
「おもしろい」などのプラス評価が多く寄せられた一
方で，改善点として，（ 1） 素材の増設・多様化，（ 2） 
文法解説の例文作成，（ 3） サイトへのアクセスの改
善，（ 4） テストのチェック機能の改善の 4点が挙げ
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非母語話者の日本語文語文学習のために2016年度に開発した試作版のe-learning教材について，使用結果を問うイ
ンタビュー調査への回答および使用結果についてのレポートから，17名の学習者のフィードバックを得た．その結果，
同試作版には，主にプラットフォームの構造に由来する解決困難な問題点があることが判明し，新たなサイトを立
ち上げて，コンテンツの構成やレイアウトの根本的な見直しを行った．再構築された新版の教材の改善点として，1）
現在日常的に使用されているスマートフォンでの利用に支障がなくなったこと， 2）旧仮名遣いの発音を示すため
の振り仮名が表示できること， 3）旧版で分散していた本文の説明が一元化され，教材の構造がわかりやすくなっ
たこと， 4）語彙リストの情報とのリンクにより，どのテキストからでも学習を開始できるようになったこと， 5）
利用者アカウントの管理が不要になり，サイトの維持がしやすくなったことが挙げられる．
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られた（佐藤ほか2018）．このうち（ 1）と（ 2）は
既に教材開発の計画に入っており，将来的な改善が見
込まれたが，（ 3）と（ 4）はシステム上の問題であり，
解決可能な問題なのかどうかさらに精査する必要があ
ると考えられた．
そこで，2018年 6 月から2019年 4 月にかけて，試作
版使用者14名に対するインタビュー調査を実施した．
また，2018年度末に，海外の大学における古文の授業
の受講者 3名が同試作版の使用結果を記した期末レ
ポートを研究資料として入手することができた．これ
ら17名の使用者によるフィードバックを分析し，試作
版教材のサイトの作りを検討した結果，試作版のプ
ラットフォームには解決が困難な根本的な問題があ
り，学習者のニーズに十分に対応できないことが判明
した．そこで，2019年 5 月より，教材のプラットフォー
ムを新たに立ち上げ，コンテンツの構成も大きく組み
替えるという大幅な改訂―教材の再構築を行った．
1.4　本報告の構成
本稿では，教材再構築のもとになったインタビュー
調査の結果と使用者によるレポートの内容を紹介し，
新たに作り直した教材について報告する．以下，第 2
節で2018年度までの試作版（以下，旧版）の概要を簡
単に紹介した上で，第 3節でレポートの内容を含め旧
版についての調査の結果を報告し，第 4節で新たに改
訂された教材（以下，新版）の概要と旧版からの改善
点を示す．最後に第 5節で全体のまとめと今後の課題
の提示を行う．
2 ．旧版の概要
旧版の内容については既に佐藤ほか（2017）で報告
しているが，その問題点を確認する上での必要性から，
本稿でもごく簡単にその概要を紹介する．
2.1　プラットフォームと構成
旧版は，アジア人財資金構想（2007〜2013年度）の
プロジェクトで制作されたFeit eラーニングシステム
というプラットフォーム4）に教材のコンテンツを載せ
る形で作成した．旧版の教材は素材セクションと参照
セクションから成っている．以下，セクションごとに
その内容を記す．
2.1.1　素材セクション
旧版の素材セクションは，それぞれのテキストごと
に，カバーページ，本文ページ，問題ページ，現代語
訳ページで構成されている．各ページの内容について
は，図 1を参照されたい．本文ページの本文は縦書き
の画像であるが，非母語話者の学習の便宜を図るため
総ルビで示し，その他のページにおいても，当該部分
にカーソルを動かすとポップでルビが出るようにし
た．非母語話者には音声情報も重要なので，本文ペー
ジで本文の朗読が聴けるようにした．
2.1.2　参照セクション
参照セクションには，文語文法学習に必須の用言・
助動詞・助詞の一覧をはじめ，図 2に示すページがある．
非母語話者に対する配慮としては，用言一覧のペー
ジに，文語と現代日本語の動詞分類の対照表5）を付け
た（佐藤ほか2017付録参照）．また，図 2の最後にあ
る「現代に残る古語」では，現代日本語の中に残る文
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語文的な要素を取り上げて例示し，文語文学習が現代
日本語を学ぶ上でも有用であることを示した（佐藤
2014付録参照）．
2.2　素材
次に，旧版に掲載されていた素材（テキスト）を紹
介する．素材選定の基本方針（佐藤ほか2017:308）に
もとづき， 5つのテキストを選定した．サイトには難
易度が低いと考えられたものから並べてあり，ここで
もその順に列挙する．
　「故郷」（文部省唱歌）（1914）
　「ちごの空寝」（『宇治拾遺物語』）（13世紀）
　「春はあけぼの」（清少納言『枕草子』）
  （10-11世紀）
　「二十日の夜の月」（紀貫之『土佐日記』）（10世紀）
　「翻訳苦心談」（杉田玄白『蘭学事始』）（1815）
3 ．旧版についての調査
3.1　方法
3.1.1 インタビュー調査
旧版の使用者14名を対象に，教材のよい点，改善を
要する点などを問うインタビューを実施した．調査は
2018年 6 月から2019年 4 月にかけて行った．調査場所
は，東北大学（仙台）およびアメリカ・カナダ大学連
合日本研究センター（横浜）である．
表 1に調査対象者のプロフィルを示す．各対象者を
示す番号の前に付けたIはインタビュー調査の対象者
であることを，Nは非漢字系学習者であることを，K
は漢字系学習者であることを示す．また，身分の欄の
学部生はすべて東北大学の学部レベルの交換留学生で
あり，大学院生はアメリカ・カナダ大学連合日本研究
センターの研修生となっている北米の大学の大学院
生，東北大学の大学院生，あるいは東北大学の大学院
レベルの交換留学生である．文語文の知識の欄のA
〜 Dは，A:かなりある，B:基本的知識はある，C:多
少ある，D:ほとんどない，の 4つの選択肢から本人
が選んだものである．
表１　インタビュー調査対象者のプロフィル
No. 母語 身分
文語文
の知識
調査
年月
調査
場所
IN01 英語 大学院生 A 2018.6 横浜
IN02 英語 大学院生 A 2018.6 横浜
IN03 ハンガリー語 学部生 B 2018.7 仙台
IN04 タイ語 学部生 C 2018.8 仙台
IN05 韓国語 大学院生 A 2018.6 横浜
IN06 韓国語 学部生 B 2018.7 仙台
IK07 中国語 大学院生 A 2018.6 横浜
IK08 中国語 学部生 A 2018.7 仙台
IK09 中国語 学部生 A 2018.7 仙台
IK10 中国語 学部生 D 2018.8 仙台
IK11 中国語 学部生 B 2019.3 仙台
IK12 中国語 大学院生 B 2019.3 仙台
IK13 中国語 大学院生 B 2019.4 仙台
IK14 中国語 学部生 B 2019.4 仙台
調査の質問項目は，1.素材について，2.参照ページ
について，3.教材全体についての 3つの部分で構成さ
れている．質問項目の詳細については付録 1の調査票
を参照されたい．調査対象者にアカウントとともに調
査票を渡して教材を使用してもらい，その後インタ
ビューする形をとった．実際のインタビューは半構造
化方式で行い，対象者の準備の都合やインタビュー時
間の制約もあったため，すべての質問項目について回
答が得られたわけではない．また，話の展開によって
は，用意した質問項目にはない質問・回答も行われた．
3.1.2　レポート
2018年度末に，海外の大学で開講されている古文の
授業の受講者 3名が，旧版を使用した結果をまとめて
授業の期末レポートとして提出した．授業担当者から
3名の了承を得た上でそれらのレポートが提供された
ため，そのデータも調査のデータと合わせて使用する
こととした．表 2にレポート執筆者のプロフィルを示
す．個人番号の前のRはレポートの執筆者であること
を，Nは非漢字系の学習者であることを示している．
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表 2　レポート執筆者のプロフィル
No. 母語 身分
レポート
提出時期
RN15  スロヴェニア語 大学院生  2019.2
RN16 スロヴェニア語 大学院生 2019.2
RN17 スロヴェニア語 大学院生 2019.2
3.2　結果および考察
ここでは，前項の調査対象者14名の回答およびレ
ポート執筆者 3名のコメントを合わせて項目ごとに報
告する．なお，調査項目もレポートの記述項目も教材
の全般にわたる網羅的な内容となっているが，本稿で
は，旧版についてのアンケート調査（佐藤ほか2018）
で特に問題が大きいと見られたシステム上の問題を中
心に取り上げる．コンテンツについては，主に構成に
関わる問題に言及し，内容に関する部分は省く．また，
システムについてもコンテンツについても，よい点と
改善を要する点が指摘されたが，改善の方向性を示す
ため，よい点についてはごく簡潔に記し，問題点の記
述に重点をおく．以下，教材全体，素材セクション，
参照セクション，の 3つの部分に分けて論述する．
3.2.1　教材全体
インタビュー調査の調査票では教材全体についての
質問は最後に置かれているが，その前の質問への回答
も含め，教材全体に関わるコメントを整理しておく．
教材のよい点として最も多く挙げられたのは，漢字
に振り仮名が付いていることで，非漢字系学習者 4名，
漢字系学習者 5名がその点に言及した．ただし，「漢
字が問題」（IN04）というコメントもあり，用言一覧
表など一部振り仮名を欠く部分もある点は改善の余地
がある．また，漢字以外の「こゝ」「思ほえば」など
のいわゆる踊り字や旧仮名遣いの発音が変わる部分に
も振り仮名があったほうがよい（RN17）という意見
もあった．その他，本文ページと参照ページがリンク
されていることを評価する意見（ 3名）があった．
一方，改善を要する点としては，まず，（ 1）（ 2）
に示すように，先行のアンケート調査（佐藤ほか
2018）と同じく，サイトへのアクセスの悪さが挙げら
れた．
（ 1  ） ログインできなくてサイトを登録出来ないこ
とがあった時も多く，…（RN17）
（ 2  ） ログインする前に問題点が一つある．ログイ
ンするとき，セキュリティ証明書の警告が表示
される．原因はおそらくこのサイトのセキュリ
ティ証明書（SSL証明書）が長い時間アップデー
トがされていないことである．コンピューター
では警告表示を無視していいが，アンドロイド
（スマホのシステム）ではアクセスが出来ない．
（RN16）　
このように教材にアクセスできない，警告が出ると
いった問題のほか，アクセスが遅いという問題も含め，
アクセスの悪さについての指摘が 5名からあった．
また，それと関連して，ページ移動に時間がかかる
というコメントが 7名から寄せられた．（ 3） はその
うちの 1名のコメントである．
（ 3  ） たぶんそれは制度（システム）の問題ですけど，
遅い，遅い．私のパソコンも遅いから，そのよ
うなことがあまり言えませんけど，私がそれは
遅いと言ったらかなり遅いと思います．毎回新
しいページに進んだら，待って，待って．（IN02）
実際，インタビューをしている最中にも，サイトを
見ると，ページがリロードされるまで異様に長い時間
がかかることがあった．いくらよいコンテンツを用意
しても，アクセスできないのでは意味がなく，アクセ
スできても，ページを開くのにいちいち時間がかかる
ようでは使用してもらえない．アクセスの悪さと動作
が遅いことは，このサイトの最大の問題点であり，致
命的な欠陥と言ってもよいと考えられた．
また，上記のコメントにも触れられていたが，スマー
トフォン使用のことも考慮に入れる必要がある．
（ 4  ） 現在の学習者は，コンピューターよりスマホ
を使っているが，スマホでこのサイトが使えな
い．（RN16）
ここで指摘された問題はセキュリティ証明書をアッ
プデートすれば解決することであると思われるが，こ
の「現在の学習者は，コンピューターよりスマホを使っ
ている」という指摘は重要である．旧版のサイトは10
年以上前，現在のようにスマートフォンが普及する前
に立ち上げられ，従来のe-learning教材がそうであっ
たようにコンピューターで学習することを前提として
いた．筆者らも教材のコンテンツを作成し，その構成
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やレイアウトを考える時に，スマートフォン使用時の
便宜に思い至らず，教材はもっぱらコンピューターの
画面に合わせた仕様で作成された．この点について，
今回のインタビュー調査で，次のような要望があった．
（ 5  ） 私の携帯でアクセスできる．…もともとはこ
ういう形になってますが，携帯のせいでずれて
るかもしれません．…ああ，確かに. 本文と現
代語訳がずれてます．先生のe-learning，もしか
したら携帯でもうまく使えたらすごく助かりま
す（IK08）
この時に見た現代語訳ページでは，左右に分けて対
照させていた本文と現代語訳が，細長いスマートフォ
ンの画面には収まらず，本文が先に，現代語訳が後に
分かれて示されていた．これでは本文と現代語訳を対
置した意味がない．これに関連して，他の学習者から
も，次のような提案があった． 
（ 6  ）（語彙リストについて提案を求められたのに対
し）提案…．もしこれもpdf版を作ってもらっ
たらダウンロードできるので自分で印刷して覚
えるのが便利ですね．…たしかにネット上で見
るのは便利ですけど，携帯だと読みづらいので．
（IK10）
（ 5）（ 6）の発言から，スマートフォンの使用が日
常化している現在，それに対応したコンテンツの見せ
方の工夫が必要であることが明らかである．
教材全体の問題点として挙げられたことの中で，も
う一つ注目されるのは，サイトの構造の示し方である．
ページの左のナビゲーションの構造がよくわからない
（IN01），サイトを見やすくシンプルにしてほしい
（IN07）などの要望が見られた．また，（ 7）は，左
側に縦に並べられている多数の項目を整理して横並び
にしてはどうかという，図案付きの提案である．
（ 7  ） ナビゲーションは左側ではなく，横に並べる
と，母語を横に書く学習者にとって少し読みや
すくなるかもしれない．そしてリンクを全部メ
インページに貼るより，横のナビゲーションに
し，カーソルで近づくときに下，あるいは右側
に新しいメニューが開く．そうすることでメイ
ンページが乱雑にならず，毎回新しいページを
開く必要も少なくなる．（RN15, 図は省略）　
旧版では既存のプラットフォームを利用したため，
その形式に依らざるを得なかったのであるが，（ 7）
の提案はもっともであると思われた．
その他，教材全体に関わる問題点として，ポップで
出る振り仮名がたまにページの左上隅など本文から遠
く離れたところに表示されるという問題も指摘された．
3.2.2　素材セクション
次に，素材セクションについて見ていく．前章の図
1に示したように，カバーページを除けば，素材セク
ションは 1）本文ページ， 2）問題ページ， 3）現代
語訳ページの 3部構成になっている．
まず，よい点としては，本文ページに朗読が付いて
いること，問題ページの小テストが練習に役立つこと，
現代語訳ページに本文と現代語訳が対置されていてわ
かりやすいことなどが挙げられた．
しかし，それぞれのページ，あるいはこのセクショ
ン全体について指摘された問題点も少なからずあっ
た．まず， 1）本文ページについては，本文の示し方
と，本文と文法の部分の関係付けが問題視された．本
文は文語文らしく踊り字も自然に表記できる縦書きで
表示する方針をとったため，画像にせざるをえなかっ
た．そのため，ハイライト，拡大，コピーペーストな
どができなくて不便だという指摘が 5名の使用者から
寄せられた．また，文法という部分は，本文中から注
意すべき語法，助動詞，助詞，重要語句を選んで列記
し，参照セクションの文法解説もしくは語彙リストに
リンクさせている部分であるが，そこに挙げられた項
目と本文とのつながりがわかりにくいという指摘が 2
名からあった．（ 8）はそのうちの 1名のコメントで
ある．
（ 8  ） 文法の中で，この内容がどこに出てくる文法
の内容かということを説明してくれないと．た
とえば，「で」とかあるんですよね．この「で」
がけっこう様々出て来るんですけれども，その
文法の内容にあてはまる「で」と逆に名詞の中
に出てくる「で」があると思うんですけれども，
それがどこにあてはまる内容かっていうことを
ちゃんと示しておかないと．（IN06）
これに関連して，他の 2名（IK10,  IK11）からも，
本文の切れ目がわからないので意味がとれないという
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訴えがあった．これらの意見をふまえて，2019年 3 月
の時点で，文法の部分を本文の直後に置くとともに6），
取り上げた項目について，語法，助動詞，助詞，重要
語句の種別に色分けをしてマークし，本文の該当部分
にもその色を付ける形で改善をほどこした．その結果，
4月にインタビューを行った 2名（IK13,  IK14）から
は，色が付いていてわかりやすいという評価が得られ
た．しかし，依然として本文全体と文法項目全体が並
ぶ形になっていたため，特に画面が小さいスマート
フォンでは該当箇所の特定が難しかったと思われる．
次に， 2）問題ページについては，改善の要望が最
も多かったのは小テストの解答のチェック機能であっ
た．これは旧版のサイトのシステムによるもので，解
答を 1問 1問チェックする仕組みになっていた．それ
がよいという使用者も 3名いたが，すべて解答してか
らチェックしたいという使用者が 8名と多数派であっ
た．また，問題ページの自動採点機能について，たと
えば本文から形容詞を 6つ選択する問題で，同じ答え
を複数回入れても正解になるという問題が指摘され
た． 
最後に 3）現代語訳ページについて見る．まず，左
側の本文にポップで出てくる，品詞分解を中心とした
語釈については，役に立つという意見と，専門的すぎ
る，（初心者には）わかりにくそうという意見の賛否
両論が見られた．また，本文と現代語訳の対照はある
程度評価されたが，段落単位の対照なので，一つの句
を探すのが難しい（IK13）という指摘があった．現
代語訳ページの末尾に付いている小テストの解答につ
いては， 4名の使用者から，問題ページ，もしくは別
の独立したページに載せてほしいという意見があった．
以上，素材セクションの各ページについて見てきた
が，同セクション全体にわたる重要な提言として，（ 9）
を挙げておきたい．
（ 9  ） 現代語訳は，本文と同じページに移してもい
いかもしれない．それはなぜかというと，この
ページ全体がロードする時間が長く，新しいペー
ジを開くには大変時間がかかってしまう．その
うえ，もし本文が分からなかったら，現代語が
すぐそこにあるのは便利なのではないかと思う．
現代語訳のページには語釈の表もついているの
で，それも本文の近くにあるといい．（RN15）
インタビューをしていて気づいたことだが，使用者
は本文ページからそのまま問題ページに進むよりは，
現代語訳ページでさらに学習してからテストに取り組
むケースが多いようであった．教材を作成した側とし
ては，本文ページで重要事項を学んだ段階でテストを
やってみて，さらに詳細を確認するために現代語訳
ページに行くという筋道を想定していた．しかし，学
習者にとっては，本文ページで主要な文法を学ぶプロ
セスと現代語訳ページで語釈および現代語訳を学ぶプ
ロセスがあり，二重構造になっていることの意味は分
かりにくいだろう．（ 9）の意見を述べた使用者が最
初の本文と現代語訳が離れていることに不便を感じて
いるのも無理はないと思われる．今回の調査を通じて，
ページ移動に時間がかかる問題は別としても，現代語
訳は本文ページからの移動なしに見られたほうがよい
のではないか，また，本文に付ける説明も一元化して
シンプルな構成にすべきではないかと考えるように
なった．
3.2.3　参照セクション
参照セクションは，図 2に示した各項目で構成され
ている．その中で，作品解説，資料集，コラム集は掲
載されているコンテンツが少なく，増設を望む声は
あったが特に問題点の指摘はなかった．以下，それ以
外の部分を， 1）用言・助動詞・助詞一覧， 2）文法
解説と語彙リスト， 3）現代に残る古語，に分けて見
ていく．
まず， 1）用言・助動詞・助詞の一覧については，
概ね，わかりやすい，役に立つ，などの肯定的評価が
得られた．システム的な観点で評価されたのは，画面
上で見られると同時にpdfファイルが付いていること
で，ファイルを印刷したり，ダウンロードしてタブレッ
トや携帯で見たりできるのでよいということであった
（IK10, RN17）．このページに付けた動詞分類の対照
表も，特に日本の学校文法とは違った方法で動詞の活
用を学んだ学習者には好評であった．一方，問題点と
しては，システム上の問題は特に指摘されなかった．
2）文法解説と語彙リストは，素材セクション本文
ページの文法に挙げた項目とリンクしており，それぞ
れが五十音順で検索できるリストになっている．これ
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らについても，わかりやすい，便利であるなどの評価
が目立ったが，問題点も指摘された．システムに関連
する点としては，リストの項目の配列順として選択で
きる「カテゴリ順」，「日付順」，「著者順」は何かとい
う質問があり，回答に窮した．「カテゴリ順」の配列
は少なくとも語彙リストでは品詞別にすることで実現
可能であるが，「日付順」，「著者順」はどちらのリス
トにもなじまない．そもそも 2つのリストは五十音順
で項目を並べているが，サイト上では「五十音順」で
はなく「アルファベット順」と表記されており，矛盾
がある．このリスト配列順の選択肢の問題は無視でき
ない問題であると思われた．その他，語彙リストにつ
いて，語彙の例文から現代語訳ページの本文に飛べる
のはよいが，その例文が本文のどこにあるか探せない
という問題が指摘された．語彙リストのpdfファイル
がほしいという要望（3.2.1の（ 6））もあった．
3）現代に残る古語のページについては，なぜ文語
文法を勉強しなければならないかがわかる（IN01）
という意見をはじめ，肯定的なコメントが多く寄せら
れた．システム上の改善点としては，pdfファイルだ
けでなく，画面上にも掲載したほうがよいとの意見が
あった．
4 ．教材の再構築と新版の概要
4.1　再構築に至った経緯
以上の調査結果から明らかになった旧版の問題点
を，ⅰ主としてプラットフォームのシステムに起因す
る問題，ⅱ主としてコンテンツの構成やレイアウトに
起因する問題に大別して整理すれば，以下のとおりで
ある．
ⅰ　a） アクセスが悪いこと
　b） 動作が遅いこと
　c）ナビゲーションの形式がわかりにくいこと
　d） 振り仮名のポップが異常な位置に出ること
　e） 問題ページのチェック機能が不便であること
　f） 問題ページの自動採点機能に不備があること
　g） リスト配列順の選択肢が教材に合わないこと
ⅱ　h） スマートフォンで表示がずれること
　i）  スマートフォンで見にくい一覧などのpdf化が
足りないこと
　j）本文ページの本文が画像になっていること
　k） 本文ページの本文と文法項目の対応がわかり
にくいこと
　l） 現代語訳ページの本文と現代語訳の対応がわ
かりにくいこと
　m）テストの解答が現代語訳ページにあること
　n） 本文ページの本文の近くに現代語訳がないこ
と
　o） 語彙リストの例文と本文の該当箇所の対応が
わかりにくいこと
　p）現代に残る古語が画面上で見られないこと
3.2.1で述べたように，i-a）およびi-b）は旧版の致
命的な欠陥である．これについて，旧版のサイトの管
理者を通じてプラットフォームの制作責任者に再三検
討を求めたが，結局原因が不明で改善は困難であるこ
とがわかった．また，i-c）〜 g）についても，プラッ
トフォーム制作時に実地にシステムを構築した担当者
と連絡がとれず，改善の見通しがたたないことが判明
した．ii-h）についても，コンテンツのレイアウトの
問題ではあるが，スマートフォンの使用を想定してい
ない旧版のサイトでの改善には限界があると考えられ
た．
そこで，筆者らは，2019年 5 月の段階で，旧版のサ
イトの利用はとりやめ，本教材に適合したサイトを新
たに構築することを決断した．テストの自動採点機能
や学習履歴閲覧機能など，旧版のサイトには大きな利
点があり，改めてそれらの機能を持ったサイトを立ち
上げるだけの経済的基盤はなかったが，それを考慮に
入れても，同サイトを利用し続けることのデメリット
のほうが大きいと考えた．そして，新たなサイトを構
築するに当たって，上記諸問題への対応を考えていく
こととした．
4.2　新版の概要
教材の改訂にあたり，ドメインを取得し，ホームペー
ジを新設した7）．教材のタイトルを「BUNGO-bun 
GO!」とし，現在システムを構築中である．各ページ
の細部は未確定であり，今後修正の可能性があるが，
既に基本的な画面ができている部分について，付録 2
〜 8として本報告の末尾に掲載する．
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前項の諸問題への対応を記す形で新版の概略を示
す．まず，i-a）, b）のアクセスやページ移動の時間
の問題は，新サイトへの移行によって解決される見込
みである．i-c）のナビゲーションの問題についても，
スマートフォンへの対応も考えて段階式のナビを導入
し，簡素化している．特にトップページは，付録 2に
示すように，メニューとして「テキスト一覧」と「参
考資料」のみが示され，極めてシンプルな画面構成に
なっている．
i-d） の問題については，今回のサイトではポップで
はなく画面切り換えで振り仮名が出るようになってい
るため，位置が安定している（付録 3）．振り仮名に
関して新版で特筆すべきことは，文語文の読み方を示
すため，旧仮名遣いの仮名を含め新仮名で振り仮名を
付けるバージョンを設けたことである（付録 4）．こ
の新仮名バージョンも画面切り換えで表示される．な
お，これらの画面のほかに，テキストに振り仮名の付
いていない画面も表示できるようになっている．
i-e），f）のテストに関する機能については，旧版の
サイトの利用をやめたためそれらの機能そのものがな
くなり，その利点とともに欠点も解消された．i-g） の
リスト項目配列順の選択肢については，本教材のコン
テンツに合わせて新しく設定できるようになった．現
在のところ，語彙リストについて，五十音順，品詞（語
種）別，テキスト別の配列を考えている．
次に，ii-h）のスマートフォンへの対応の問題であ
るが，新版では一から画面を構成していくので，スマー
トフォンにも対応可能なレイアウトが自由にできるこ
とになる．その点に関連して今回大きく変えたのは，
本文と本文の説明の対応のさせ方である．旧版では，
ii-k）,  l）にあるように本文と文法説明，本文と現代
語訳がそれぞれかたまりで示されていて細部の対応が
わかりにくく，スマートフォンでは対応が見えないと
いう問題があったが，新版では本文の説明の部分で本
文の文あるいは節ごとに説明を示し，すぐに対応がわ
かるようにした（付録 5）．合わせて，その文／節の
単位ごとに番号を付け，語彙リストの例文との対応
（ii-o））もすぐにわかるようにした（付録 8）．
また，ii-n）に挙げた本文ページの本文に現代語訳
が付いていないという問題については，今回の改訂で
テキストページの最後に現代語訳を示し（付録 7），
本文の説明の部分でも文／節の単位ごとに現代語訳を
表示できるようにした（付録 6）ことで解決された．
すなわち，新版では，旧版で本文ページの文法，注釈，
現代語訳ページの語釈に分散されていた説明や注釈類
を一元化し，すべて一つのページで画面切り換えによ
り見られるようにした．それに応じて，旧版の参照ペー
ジで文法解説と語彙リストに分けて説明されていた項
目も，極力語彙リスト（付録 8）に一本化して載せて
説明できるようにしている．結果として，新版ではど
のテキストでも語彙リストに掲載されている語彙はす
べて色付けでマークされて語彙リストにリンクされる
ため，テキストによる重点学習項目の設定がなくなり，
原理的にはどのテキストからでも学習を開始できるよ
うになった．なお，従来文法解説で扱っていた学習項
目のうち，文語文の発音のルールや音便，踊り字，係
り結びの法則など，語彙リストに載せるのが難しい項
目もあるが，それらについては，今後コラムとしてま
とめることで対応したいと考えている．
その他，ii-j） の本文が画像になっていた問題につい
ては，文語文法の学習の便宜を第一に考え，縦書きを
やめて横書きにし，テキストファイル化することで対
応した（付録 3， 4）．残りの問題点ii-i）, m）, p） に
ついては，今後の対応となるが，これらは比較的容易
に解決できる問題であると考えている．
5 ．おわりに
以上，非母語話者のために開発した日本語文語文
e-learning教材の試作版（旧版）について，17名の使
用者から得たフィードバックの分析結果を述べ，そこ
で明らかになった諸問題を解決するために行った教材
の再構築について報告した．
再構築された新版の教材の主な改善点は，スマート
フォンでの利用に支障がなくなったこと，旧仮名・新
仮名での振り仮名が画面切り替えで見られるように
なったこと，文法の説明が語彙リストとのリンクのも
とに一元化され，本文，本文の説明，現代語訳の相互
の対応が格段に見やすくなったこと，そして文法説明
を一元化したことでどのテキストからでも学習を始め
られるようになったことである．合わせて，結果的に
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サイトの管理が容易になったことも利点として挙げら
れる．旧版では利用者アカウントの管理が必要であっ
たが，新版は利用者がサイトを自由に訪れて利用する
方式であり，アカウント管理の必要がない．このこと
はサイトの将来にわたる持続性につながると考えられ
る．
一方，旧版から新版への切り換えにより，失われた
利点もないわけではない．新版では，アカウント管理
からの解放と引き換えに，テストの自動採点機能や学
習履歴閲覧機能は失われた．しかし，教材の再構築に
よって得たものの大きさに比べれば，それはやむをえ
ないとするしかない．テキストの増設8），それにとも
なう語彙リストの拡充，テストの内容と形式の修正，
コラムの増設，教材の使い方のページの作成など，課
題は山積しているが，サイトの公開に向けて，教材の
改善に努めていきたい．
付記
本研究は，科学研究費助成事業基盤研究（C） 
25370531「日本語学習者を対象とする文語文読解教育
の実態調査および教材開発」（2013〜2016年度）およ
び基盤研究（C）17K02835「日本語学習者を対象とす
る文語文e-learning教材および文語文教授法の開発」
（2017〜2019年度）による助成を受けて行なった．
また，本稿で報告した調査結果の一部については，
2018年 9 月 7 日にクロアチアのプーラ大学で開催され
た第31回日本語教育連絡会議にて，「日本語学習者の
ための文語文e-learning教材―非漢字系学習者による
試用結果を中心に―」というタイトルで，佐藤勢紀子・
虫明美喜・串田紀代美による口頭発表を行っている．
同会議の参席者から教材開発について貴重なコメント
と励ましをいただいたことに感謝したい．
謝辞
調査への回答，レポート執筆によりフィードバック
をいただいた旧版使用者のみなさんに感謝いたしま
す．また，本研究に協力をいただいたリュブリャナ大
学の重盛千香子先生に心より御礼を申し上げます．
注
1） 「文語文」ではなく「古文」という用語もあるが，「古
文」は中等教育における教科目「古典」の中で「漢文」
との対で用いられるケースが多い．本教材では漢文，
文学作品以外の素材，近代以降の素材も扱う計画で
あるため，「文語文」という用語を用いた．
2）  なお，国際交流基金「2015年度 海外日本語教育機関
調査」によれば，中国の高等教育機関の日本語専攻
学習者は210,452人に上り，全世界の教育機関での学
習者の5.8％を占めている．
3）  筆者のうち佐藤と虫明を指す．
4）  東北大学アジア人財プロジェクト（ASIST）の一環
として制作されたもの．東北大学，国際情報（株），（一
財）東北多文化アカデミーの共同開発による．
5）  文語動詞の「学校文法」による分類，現代日本語動
詞の「学校文法」と「教育文法」（日本語教育でよく
用いられる文法）による分類を対照させたもの．
6）  それ以前は本文と文法の間に注釈の記載と朗読のボ
タンがあり，本文と文法が離れていた．
7）  現在構築中で，2020年 9 月の公開を予定している．
8）  公開時までに，2.2に記載した旧版のテキストに加え，
「狩の使1・2」（伊勢物語），「忠度都落1・2」（平家物語），
「吾妻人と都人」（徒然草），「一寸法師1〜5」を掲載
する計画である．
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 付録1  文語文e-learningサンプルコースについての質問項目                                       
 
  ▶ 国籍： 
  ▶ 母語： 
 ▶ 年齢層： 10代 20代  30代  40代  50代  60代  70代〜 
 ▶ 身分：学部学生 大学院生 大学教員 その他（               ） 
 ▶ 文語文の知識： 
ａ．ほとんどない   ｂ．多少ある   ｃ．基本的知識はある   ｄ．かなりある 
1．素材
そざい
（テキスト）について 
 1）次の各ページについて、感想、提案などがあればお願いします。 
ページ 感想、提案など 
① 本文（本文、朗読＊、文法）  
② 問題（小テスト）  
③ 現代語訳（語釈付き本文、現代語訳、解答）  
＊ 朗読は「春はあけぼの」の本文ページに入っています。 
 
 2）小テストについてうかがいます。 
   ① 小テストの難易度はどうですか。 
    ａ．易しすぎる  ｂ．やや易しい ｃ．ちょうどよい ｄ．やや難しい ｅ．難しすぎる 
   ② 小テストの分量はどうですか。 
    ａ．少なすぎる  ｂ．やや少ない ｃ．ちょうどよい ｄ．やや多い ｅ．多すぎる 
 3）現在入っている素材のほかに、どんな素材を入れてほしいですか。 
 
2．参 照
さんしょう
ページについて 
 1）次の各ページについて、感想、提案などがあればお願いします。 
ページ 感想、提案など 
① 使用方法／用途別チャート  
② 現代に残る古語  
③ 動詞・形容詞・形容動詞 
④ 助動詞／助詞 
 
 
⑤ 文法解説  
⑥ 語彙リスト  
⑦ 作品解説 
⑧ コラム 
⑨ 資料 
 
 
 
⑩ その他  
 
3．教材全体について 
 1）この教材のよいと思う点 
 2）この教材の改善してほしい点／この教材をもっとよくするための提案 
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付録 2　BUNGO-bun GO! トップページ
付録 3  春はあけぼの　本文（旧仮名振り仮名付き）
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付録 5  春はあけぼの　本文の説明
付録 4  春はあけぼの　本文（新仮名振り仮名付き）
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付録 6  春はあけぼの　本文の説明と現代語訳
付録 7  春はあけぼの　現代語訳
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付録 8  語彙リスト　「たり」
